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(54)【発明の名称】 内視鏡用高周波切開具

(57)【要約】
【課題】人体組織の切開を経内視鏡的に行っている最中
の棒状電極の先端の位置を確認し易くして、切開深さを
正しくコントロールすることができる安全な内視鏡用高
周波切開具を提供すること。
【解決手段】棒状電極３が、中間部分３ａはシース１の
先端部分の軸線の延長線Ａ上から偏位して再び軸線の延
長線Ａ上に戻る凸状に曲げて形成され、先端部３ｂは軸
線の延長線Ａを挟んで凸状部３ａとは反対側に位置する
ように形成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】電気絶縁性のシースの先端から前方に突出
する棒状電極に高周波電流を通電可能に構成した内視鏡
用高周波切開具において、
上記棒状電極が、中間部分は上記シースの先端部分の軸
線の延長線上から偏位して再び上記軸線の延長線上に戻
る凸状に曲げて形成され、先端部は上記軸線の延長線を
挟んで上記凸状部とは反対側に位置するように形成され
ていることを特徴とする内視鏡用高周波切開具。
【請求項２】上記棒状電極の先端の少なくとも表面部分
が、電気絶縁材になっている請求項１記載の内視鏡用高
周波切開具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに通して使用され、高周波電流を通電し
て人体組織を切開する内視鏡用高周波切開具に関する。
【０００２】
【従来の技術】図５は従来の内視鏡用高周波切開具を示
しており、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿通される
電気絶縁性の可撓性シース９１の先端から前方に、例え
ばステンレス鋼棒材等からなる棒状電極９２が真っ直ぐ
に突出している。
【０００３】そして、可撓性シース９１の基端側からの
操作により、棒状電極９２に任意に高周波電流を通電す
ることができるようになっており、通電中の棒状電極９
２に触れた人体組織が焼灼されながら切開される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のような
構成の従来の内視鏡用高周波切開具では、図５に示され
るように、人体組織を切開処置している最中は棒状電極
９２の先端が切開部の奥に潜ってしまうので、切開深さ
がよくわからず、人体組織を予定外の深さまで切開して
しまう場合がある。
【０００５】そこで本発明は、人体組織の切開を経内視
鏡的に行っている最中の棒状電極の先端の位置を確認し
易くして、切開深さを正しくコントロールすることがで
きる安全な内視鏡用高周波切開具を提供することを目的
とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用高周波切開具は、電気絶縁性のシ
ースの先端から前方に突出する棒状電極に高周波電流を
通電可能に構成した内視鏡用高周波切開具において、棒
状電極が、中間部分はシースの先端部分の軸線の延長線
上から偏位して再び軸線の延長線上に戻る凸状に曲げて
形成され、先端部は軸線の延長線を挟んで凸状部とは反
対側に位置するように形成されているものである。
【０００７】なお、棒状電極の先端の少なくとも表面部
分が、電気絶縁材になっていてもよい。

2
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、本発明の第１の実施例の内視鏡用高
周波切開具を示しており、１は、例えば直径が２ｍｍ程
度で全長が２ｍ程度の四フッ化エチレン樹脂製チューブ
等からなる電気絶縁性の可撓性シースであり、内視鏡５
０の処置具挿通チャンネル５１に通して使用される。な
お、チューブ内に弾性保持用の密着コイル等が配置され
ていてもよい。
【０００９】可撓性シース１内には、導電性のある可撓
性の操作ワイヤ２がほぼ全長にわたって軸線方向に進退
自在に挿通配置されており、操作ワイヤ２の先端には、
可撓性シース１の先端から前方に突出する状態に棒状電
極３が連結されている。
【００１０】可撓性シース１の基端に連結された操作部
１０には、操作ワイヤ２の基端部分が連結された電気絶
縁性の摘まみ１１と、図示されていない高周波電源コー
ドが接続される接続端子兼ワイヤ固定ネジ１２等が配置
されている。
【００１１】そのような構成により、接続端子兼ワイヤ
固定ネジ１２を緩めれば、操作ワイヤ２を軸線方向に進
退させて可撓性シース１の先端からの棒状電極３の突出
長を調整することができる。
【００１２】そして使用時には、接続端子兼ワイヤ固定
ネジ１２を締め込むことによって、操作ワイヤ２が操作
部１０に固定されて可撓性シース１の先端からの棒状電
極３の突出長が固定され、操作ワイヤ２を介して棒状電
極３に任意に高周波電流を通電することができる。
【００１３】図１は内視鏡用高周波切開具の先端部分を
示しており、可撓性シース１の先端には、可撓性シース
１の内径よりやや小さな径の通孔５ａが軸線位置に形成
された先端ストッパ５が固定的に取り付けられている。
【００１４】操作ワイヤ２と棒状電極３とは、先端スト
ッパ５の通孔５ａを通過できない太さの金属パイプ製の
連結管４により、可撓性シース１内で連結されている。
したがって棒状電極３は、連結管４の先端が先端ストッ
パ５の内面に当接する図１に示される状態より前方には
突出せず、切開処置はこの状態で行われる。
【００１５】棒状電極３は、導電性のあるステンレス鋼
単線又は撚り線等によって形成されており、操作ワイヤ
２をそのまま前方に延長して形成しても差し支えない。
撚り線を用いる場合には、棒状電極３の先端部分で素線
どうしを互いに溶着して撚りが解けないようにするとよ
い。
【００１６】棒状電極３は、可撓性シース１の先端部分
の軸線位置から前方に向かって突出して、中間部分３ａ
は軸線の延長線Ａ上から偏位して再び軸線の延長線Ａ上
に戻る凸状に曲線的に曲げて形成されている。
【００１７】そして、凸状部３ａから滑らかに連続する
棒状電極３の先端部３ｂは、軸線の延長線Ａに対してな
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す角度θが３０～６０°の範囲の方向に向いていて、可
撓性シース１の軸線の延長線Ａを挟んで凸状部３ａとは
反対側に位置している。
【００１８】このように構成された実施例の内視鏡用高
周波切開具は、図３に示されるように、棒状電極３を人
体組織の粘膜面に押し付けて高周波電流を通電すること
により、人体組織が焼灼されながら切開される。
【００１９】その際に、棒状電極３の凸状部３ａの外面
側で人体組織を切開することにより、棒状電極３の先端
部３ｂが切開部に潜り込まず、先端部３ｂの位置を内視
鏡で観察しながら切開することができるので、切開深さ
を正しくコントロールして安全に切開処置を行うことが
できる。
【００２０】なお、本発明は上記実施例に限定されるの
ではなく、例えば棒状電極３が可撓性シース１の先端に
固定された構成にしても差し支えない。また、図４に示
されるように、棒状電極３の先端に電気絶縁性の球状の
先端チップ３ｃ等を取り付けてもよく、それに代えて、
棒状電極３の先端部分に電気絶縁被覆を施してもよい。
【００２１】
【発明の効果】本発明によれば、棒状電極が、中間部分
はシースの先端部分の軸線の延長線上から偏位して再び
軸線の延長線上に戻る凸状に曲げて形成され、先端部は
軸線の延長線を挟んで凸状部とは反対側に位置するよう*
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*に形成されていることにより、棒状電極の先端部が切開
部に潜り込まずに、棒状電極の先端部の位置を内視鏡で
観察しながら切開することができるので、切開深さを正
しくコントロールして安全に切開処置を行うことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用高周波切開具
の先端部分の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用高周波切開具
の全体構成の側面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用高周波切開具
の使用状態の先端部分の側面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡用高周波切開具
の使用状態の先端部分の側面図である。
【図５】従来の内視鏡用高周波切開具の使用状態の先端
部分の側面図である。
【符号の説明】
１  可撓性シース
２  操作ワイヤ
３  棒状電極
３ａ  凸状部（中間部分）
３ｂ  先端部
３ｃ  先端チップ
Ａ  軸線の延長線

【図１】 【図２】 【図３】
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